
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インフルエンザ（ウイルス感染症） 
マイコプラズマ肺炎（細菌感染症） 

マイコプラズマ・ニューモニア 

発症 
潜伏期間は 1～３日 
突然 高熱、頭痛、関節の痛みが現れる 

潜伏期間は２～３週間 
初発症状は発熱、全身倦怠、頭痛など 

症状 
・高熱（38℃以上） 
・全身症状（倦怠感、頭痛、関節痛、筋肉痛等） 

のどの痛み、鼻水、咳症状もみられる 

・発熱、全身倦怠感、頭痛 
・３～５日後に乾性の咳→湿性咳 

解熱後も３～４週間つづく 

流行
時期 

12 月～3 月（5 月まで散発的に続くこともある） 
※R5 年度は夏から流行 

年間を通じて冬季に多く見られる 
流行が長期間継続する可能性がある 
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かかったかなと思ったら 
  

安静と休養       ：睡眠を十分にとるなど安静が必要 

水分補給         ：発熱による脱水症状を予防するため、こまめな水分補給 

早めに医療機関へ ：症状が出たら早めに受診 
 

＊大学を休み、自宅療養（登校可能となるまで、外出を控える）「出席停止」以下の手続きが必須 

➀ 学校感染症報告フォームに入力 https://req.qubo.jp/u_shizuoka/form/iXJMMv18 

② 健康観察表に毎日、朝夕の体温測定と症状を記録 

＊自己検査（抗原キット）の場合は、学生証、日時が分かる物と一緒に写真撮影 

③ 登校する際(授業・就業の前)に、学生は医務室、職員は健康増進室で健康観察を受ける 

〔持ち物〕インフルエンザ：健康観察表、医療費明細書等(医療機関発行)or 自己検査写真

マイコプラズマ肺炎：登校許可証明書(医療機関発行)    
 

薬は、医師の指示に従って正しく服用 
   

用法・用量・期間を守る （抗ウイルス薬、抗菌薬は飲み切ること） 

薬を適切な時期（インフルエンザは、発症から 48 時間以内）に開始 

発熱期間は通常 1～2 日間短縮され、ウイルス排出量も減少する 

インフルエンザの流行期となりました！ 

マイコプラズマ肺炎も流行しています 

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ・ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ肺炎を予防する有効な方法 
 
➢ 流行前のワクチン接種（インフルエンザ） 

➢ 外出後の手洗い等 流水・石鹸、アルコール 

➢ 適度な湿度の保持 

➢ 体の抵抗力を高めるために 

十分な休養とバランスのとれた栄養摂取 

➢ 人混みや繁華街への外出を控える 

 

健康支援センターHP     

健康増進室 054-264-5200 

医務室   054-264-5117 

 

公欠 

https://req.qubo.jp/u_shizuoka/form/iXJMMv18

